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中津層群下部産出の貝化石について

山田 勲・小泉明裕

Isao YAMADA & Akihiro KmzuMr: A Note on the 
Molluscan Fossils from Lower Part of the Nakatsu 

Group, Kanagawa, Japan 

はじめに

中津層群は，丹沢山地と関東平野の境界部にあたる

厚木市北部治、ら愛川町，相模原市にかけて分布する鮮

新世後期（岡田，1987）の海成層である。この中津層群

を構造的に大きく考えると関東堆積盆地を埋積する上

総層群の基底部に相当し，層相は海岸に接近した上音II

浅海から沖合いの下部浅海の堆積相を示す。産出する

貝化石は，東海地方の掛川層群に見られる暖流系の掛

川動物群の構成種を少なからず含んでいることで特徴

づけられている。

中i事層群の貝化石については鈴木（1932）により，本

格的な調査が行われて以来，小島（1955),ITD (1985), 

馬場（1993）などいくつかの報告があり，その中で貝化

石を図示しているものは，上野・松島（1975），厚木市教

育研究所（1977），杉浦ほか（1990），長谷川ほか（1991)'

馬場(1993）などである。

今回，筆者の一人山田により，過去30年余にわたっ

て採集された貝化石標本の一部が整理できたのでその

概要を述べる。その主なものを図示し，今後の研究の

資料としたい．

産出地点の地質と貝化石の産状

中津層群は，鈴木(1932），中世古・沢井（1950），小

島（1955), !To (1985）によって層序区分が示されてい

る。堆積相と貝化石・生痕化石を考慮したITci(1985）に

よれば，下位より小沢層，神沢層，清水層，大塚！雷，

塩田層の5累層に区分されている。本報告の地層区分

はIto(l985）に従い， さらに貝化石の産出地点番号

（図 l）を，ITo(l985），長谷川ほか（1991）および馬場

(1993）の産出地点番号と対応させ表lに示す。

Loe. lは，相模川高田橋上流600mにある汲水堤の

際から下流側にzoomまでの右岸である。基盤の小仏
層群と不整合面上に分布する小沢層の基底部が露出し

ている。小沢層の基底部は，フジツボと貝殻の破片の

密集する淘汰不良の細磯質砂岩で，その層厚は3m以

上はある。員化石は殻の磨滅したものが主体であり，

Chlamys cf.miurensis, Anomia chinensis, 

Maniαmacrochismαや笠貝類など，岩礁性種が優

勢となる。

Loc.2は， Loe.lの汲水堤の際から下流側にlOOmの

右岸である。ここには不整合面から約lOm上位の細粒

砂岩に挟在される貝化石を多く含む磯岩層が露出する。

その層厚は1-Zmで、小沢層の上半部の層準になる。主

な貝化石は大型のMerceπαriαyokoyαmαtが目だ

つ。

Loc.7は，愛川町小沢城跡下の砂利採取場内西部で

ある。貝化石は主として細粒砂岩からなる小沢層を侵

食面で覆う，神沢層基底音防、ら採集した。本地点の神

沢層基底部は，粒径lm以上の泥岩偽機や植物片・貝

化石の密集する硬質円磯混じりの砂泥質スランプ磯岩

層からなる。得られた貝化石は， Umbonium(Suchi 

um) obsoletum, Grycymerisαlbolineαtα，Mer-

ceπαriα yokoyαmaiなど沿岸の上部浅海帯に生息

する種が優勢で， Mizuhopectenplαηicostulαtus, 

Megαcαrditαpαπdαを少なからず含む。

Loc.9は，愛川町小沢の，長谷川ほか（1991）でステ

ゴドンゾウ，ウミガメなど様々な脊椎動物化石の産出

を報告した露頭である。貝化石は泥質砂岩を侵食面で

覆う層厚がZmの員殻混じりの砂泥質スランプ磯岩中

より得られたのもので，神沢層上部の層準に位置する。

貝化石はLoe.7と同様な産状を示し， Umbonium 

(Suchium) obsoletum, Mercenαriαyokoyαmαi, 

Solen krusensterniiが優勢となり，大型のMizu

hopecten plαni costulatusも多産する。

Loc.10は，相模川高田橋上流jRIJ300mまでの右岸河

床にある，河床からの高さ12～40+mの崖を県道の拡
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準と推定される。スランプ磯岩からの貝化石組成は，

Loc.9とほとんど同じである。λtfegαcαrditapαndα 

も少ないながら産出した。泥質砂岩からの貝化石は

Umbonium (Suchium) obsoletum, Oliuellαsp., 

小型のLimopsissp.が優勢で，小型のMizuhopecten

plαmcostulαtus, Cαllistαchinensis, Pαphiα 

schenelliαn仏 Cultellus otsuたαi, Clementiα 

uαtheletiが多産し，小型の Ammusiopectenprαe-

sign isも得られている。

Loc.11は，相模原市小清水の北西地点である。こ

こは相模川左岸の崖で，細粒砂岩の小沢層を侵食面で

覆う，員殻混じりの砂泥質スランプ磯岩層が，神沢層

基底部層準となる。貝化石はUmbonium(Suchium) 

obsoletum, U. (S.) suchiense subsuchience, 

Mercenαriα yokoyαmαi, Solen krusenstermi 

など上音II浅海性種が多産する。

Loc.14および15は，愛川町中津の近藤坂と中津若

宮である。両地点とも泥質砂岩からなり，神沢層相当

層である。合弁の保存の良いClementiauαtheletiや

Atrinαpectinαtα を特徴的に含む。

Loc.17は，愛川町小沢城跡下の砂利採取場入り口

左側の崖である。ここでの岩相はスランプスカ を埋

積した砂泥互層に挟在する貝化石の密集した砂泥質偽

磯や硬質円機混じりの砂層である。神沢層と清水層の

境界付近の層準である。貝化石は，上部浅海帯から下

部浅海帯にかけて生息する Umbonium(Suchium) 

obsoletum, U. (S.) suchiense subsuchience 

Oliuellαsp., Mizuhopecten plαnicostulαtus, 

Lucinomα spectα bilis, Solen krusensternii 

が多産し， Ginebissp., Musαshiαsp., Acestα 

goliαthもまれでない。貝化石密集層の直上の泥岩に

はLucinomαspectαbilis,Nuculαnα yokoyαmαt 

とブンブクウニが多産する。この地点のスランプ堆積

物は下部浅海帯以深で堆積したものと考えられる。

本報告の貝化石標本について

今回整理できた標本は，中津層群下部の小沢層とネrp

沢層の9地点から得られた約160点であり， 41属50種

図1.調査地点位置図．国土地理院 類が識別された（表 l）。このなかで以下の特徴的なも

1/25000地形図「上溝Jと「厚木jの一部を使用した． のについて述べる。

Mizuhopecten plαnicostulatus (NOMURA & 

幅工事の際に崩して生じた巨機大の転石である。岩相 NIINO)' （図 28,9）；中津層群神沢層からのホタテカ

は泥質砂岩または貝殻混じりの砂泥質スランプ磯岩で イ類は大型（殻長150mmを越えるものがある）で，そ

ある。このスランプ機岩はLoc.9のものとほぼ同じ層 の殻高と殻長比は90%ほどを示し前後に長い。殻はや

82 



表 l.中津層群の貝化石リスト
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や厚くふくらみが大きく，左殻の前・後背縁部は表側

に逆にやや反り返る。右殻の放射肋は， 15-19本で横

断面は丸く低く分岐はほとんどない。肋間の幅は成長

と共に放射肋よりも狭くなる。左殻の放射肋は16本前

後で低くて丸く，前・後背縁部の肋聞に細かい放射脈

がわずかにみられる。 M.planicostulαtusは，伊

豆半烏の上部鮮新統治、ら最初に報告された種類であり

(NOMURA & NnNo,1932），今回模式産地（天城湯が

烏町市山）から採集した標本と直接比較して確認した。

本種は，房総半島の上総層群黒滝層 （MASUDA,1962) 

や，足柄層群（OKUMURA& KoYANAGI,1989）からも

報告されている。なお，本種とよく似たものに，茨城

県の下部鮮新統産M ibαrαgiensis (MASUDA, 1953) 

仁科l奈川県の野島層産の M.pseudoyessoensis 

(AKIYAMA & MIYAJIMA,1960）がある。 これら鮮新

世型のホタテガイ類は， H妥流系員類を含む化石群集に

伴って産出しており，今後詳細な比較検討が必要と思

われる。

Vαsticαrdium cf.αngustum (YOKOYAMA), （図

2 -11），殻は縦長で大型（殻高lOOmmを越える）のザ

ルガイ類である。放射肋は30本ほどある。茨城県の下

部鮮新統久米層から報告されている（NODA巴tal., l 

993）ものとよく似ている。Vα凡gustumは長野県

の下部鮮新統から最初に報告（YOKOYAMA,1925）され

たものである。

おわりに

①今回中津層群下部の小沢層と神沢層から産出した

貝化石標本を整理したところ， 9地点から約160点，

41属50種類の浅海性種を確認した（表 l）。 そのなか

で，

②鮮新世型の種であるMizuhopectenplαnicostul 

αtus (NOMURA & N1IN0）と Vαsticαrdiumcf.α 

ngu-stum (YOKOYAMA）についてその概要を述べ

た。今後も，本報のような基礎的資料の蓄積と公表に

努力したい．
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